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自治会・町内会とは
自治会・町内会は、地域住民相互の連帯感を育て、地域の福祉・環境・防犯・防災等、

さまざまな課題に取り組みながらまちづくりを進めていく住民の自治組織です。現在、
横浜市内には2,800を超える自治会・町内会が組織され、地域の発展と会員相互の親睦、
地域の安全のため、多くの方が参加して、自主的にいろいろな事業を行っています。

青葉区には163の自治会・町内会があり、うち152団体が、それぞれの「地区連合自治
会・町内会」に加入し、広域的な活動や積極的な情報交換等を行っています。また、その
連合体として、「青葉区連合自治会長会」が組織されています。

皆様もぜひ、自治会・町内会にご加入ください。

ごあいさつ
青葉区が区制25周年を迎えましたこと
を、区民の皆様と共に心よりお祝い申し上
げます。
青葉区は、美しい街並みや豊かな自然と
ともに、地域活動をはじめ様々な活動が活
発に行われている魅力にあふれたまちで
す。その誕生以前から、先人の方々のご尽力により大きな礎を
築いていただき、さらに、この25年間に、地域の皆様のお力で
街並みや花・緑を育み、活力あるまちを築いていただきました。
また、昨年４月発表の市区町村別平均寿命では、男性が２度
目の全国１位、女性も９位となり、長寿のまちとしても知られ
ています。これは、区民の皆様が日頃から健康づくりに関心を
持ち、実践されていることに加え、地域活動をはじめ様々な活
動に取り組まれている地域力も長寿を支える要因であると思
います。
その地域力の中核である自治会町内会をはじめとした地域
の皆様のご活動について、少しでもご紹介できればと思い、本
冊子を作成しました。これからも地域の皆様と力を合わせ、青
葉区が「住みつづけたい・住みたいまち」と思っていただける
よう、取り組んでまいります。
結びに、作成にあたり、ご協力いただきました皆様に、この場
をお借りして厚く御礼申し上げます。

令和元年10月
青葉区長　小出　重佳

祝辞
青葉区が区制25周年を迎えましたこと
を、区民の皆様と共に心よりお慶び申し上
げます。
青葉区では、約９万３千世帯の区民が自
治会・町内会に加入し、季節に合わせたお
祭りや防犯パトロールなど、地域ごとに特
色ある様々な活動にご参加いただいています。日頃より、自治
会・町内会活動にご理解ご協力いただきまして厚く御礼申し
上げます。
近年は災害が多く、日本各地で集中豪雨や地震などが発生す
るなか、青葉区連合自治会長会では、平成30年７月の西日本の
広範囲にわたる豪雨により被害を受けられた方々を支援する
ため、災害募金活動を実施しました。皆様からお預かりした募
金は、総額５百万円にのぼり、被災者・被災地に寄付いたしま
した。自治会・町内会に加入する皆様の温かいご支援とご協力
に、改めて感謝申し上げます。
災害時には、「顔の見える関係」「協力し合える絆づくり」が
一層大切と言われ、自治会・町内会による助け合いの活動も再
注目されている状況です。
これからも子どもたちをはじめ全ての世代にとって安心し
て過ごせるまちになるよう、自治会一体となって地域活動にま
い進したいと考えております。

令和元年10月
青葉区連合自治会長会会長　関根　宏一
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澁谷　要 会長
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団
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里
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ー
ツ
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を
行

い
、地
域
住
民
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親
睦
と
交

流
、健
康
づ
く
り
に
役
立
て

て
い
ま
す
。ま
た
、町
内
の
神

社
で
は
例
大
祭
も
行
わ
れ
、

「
こ
ど
も
み
こ
し
」や
地
元
演

芸
で
盛
況
で
す
。毎
年
1
月

に
は
各
地
で「
ド
ン
ド
焼
き
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。11

月
に
は
、黒
須
田
自
治
会
、大

場
町
一
心
会
が
、２
月
に
は

鉄
町
内
会
、や
よ
い
が
丘
自

治
会
が
、黒
須
田
小
学
校
、鉄

小
学
校
地
域
防
災
拠
点
運
営

委
員
会
の
主
催
す
る「
防
災

訓
練
」を
行
っ
て
い
ま
す
。高

齢
者
か
ら
小
学
生
ま
で
多
世

代
の
住
民
が
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、住
民
同

士
の
交
流
、親
睦
や
住
民
の

輪
が
発
展
し
て
い
ま
す
。

光陰矢の如く25年が経ち、横浜市の行政サービ
スが身近なものになったことを感じる今日この頃
です。成熟した社会・経済環境の中、皆の知恵を集
め、住みやすく絆の強い青葉区となるよう頑張りま
しょう。
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中里北部連合町内会

奥田　妙子 会長

中
里
北
部
地
区
は
青
葉
区
内
の

北
西
に
位
置
し
、た
ち
ば
な
台
・

鴨
志
田
町
・
成
合
町
・
寺
家
町
の

４
町
か
ら
な
る
、ふ
る
さ
と
村
の

田
園
風
景
と
住
宅
地
区
が
混
在
し

て
い
る
地
域
で
す
。平
成
30
年
に

は
、道
路
へ
の
愛
称「
ふ
る
さ
と
村

通
り
」が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。中
里

北
部
連
合
町
内
会
は
、昭
和
59
年

４
月
１
日
に
発
足
さ
れ
、令
和
を

迎
え
た
現
在
、８
自
治
会
・
町
内

会
の
約
4
千
の
加
入
世
帯
で
構
成
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れ
て
い
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す
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は
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動
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ォ
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ク
ラ
リ
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さ

と
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
鶴
見
川
西
岸

清
掃
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
交

流
の
場
と
な
り
、輪
が
広
が
っ
て

い
け
る
よ
う
に
と
、地
域
の
小
学

校
・
中
学
校
・
大
学
そ
し
て
各
種

団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の

ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
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し
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す
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た
、ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
・
青
少
年
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導
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・
子
ど
も
会
が
中
心
と
な
っ
て

紙
飛
行
機
大
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・
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ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
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・
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催
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い
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す
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に
、地
区
社
会
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協
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る
お
花
見
の
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・
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２
回
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
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治
会
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町
内
会
主
催
の
夏
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り
・
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踊
り
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会
な
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の
行
事
で
は
、

多
く
の
方
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の
参
加
で
盛
大
に
親

睦
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
色
々
な
課

題
を
抱
え
て
い
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す
が
、地
域
の

先
輩
方
が
築
い
た
強
い
結
び
つ
き

を
大
切
に
、地
域
住
民
で
助
け
合

い
、あ
た
た
か
く
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え
合
え
る
見

守
り
活
動
な
ど
を
充
実
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

25周年、おめでとうございます。区民一人ひとり
が、健康で、笑顔あふれる町づくりと輝かしい未来に
向けて、一層の発展をお祈り申し上げます。
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か
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あ
る
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、

寺
家
町
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が
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里
山
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広
が
る
、緑

豊
か
な
地
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で
す
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域
の
活

動
に
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、あ
ら
ゆ
る
世
代
が
大
勢

参
加
し
、継
続
し
た
取
組
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ
を
拠
点
と
し
て
、

子
ど
も
、高
齢
者
、障
が
い
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
活
動
が

盛
ん
で
す
。
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私
た
ち
の
ま
ち
市
ケ
尾
は
、9
千
世

帯
に
の
ぼ
る
市
民
が
居
住
し
て
い
る
ま

ち
で
す
。田
園
都
市
線
の
市
が
尾
駅
を

中
心
に
開
発
さ
れ
た
地
域
に
、上
市
ケ

尾
、中
市
ケ
尾
、下
市
ヶ
尾
、そ
し
て
プ

ラ
ー
ザ
ビ
ル
の
４
つ
の
町
内（
自
治
）会

が
組
織
さ
れ
て
各
自
治
会
が
活
発
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
記
す
べ
き
は
、こ
の
地
区
に
青
葉

区
総
合
庁
舎
、青
葉
警
察
署
、青
葉
消

防
署
、緑
税
務
署
等
々
の
行
政
機
関
が

集
中
し
、い
わ
ゆ
る
官
庁
地
区
の
様
相

を
見
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。そ
れ
に
加

え
て
、国
道
2
4
6
号
線
、東
名
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、そ
し
て
間
も
な
く
開

通
す
る
横
浜
環
状
北
西
線
が
交
差
す

る
な
ど
交
通
の
要
所
の
ま
ち
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
て
、こ
の
よ
う
に
今
な
お
変
容
し

つ
つ
あ
る
わ
が
ま
ち
で
は
あ
り
ま
す

が
、前
記
４
つ
の
自
治（
町
内
）会
は
そ

れ
ぞ
れ
地
域
の
味
を
出
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。例
え
ば
上
、下
市
ケ
尾
で

は
八
雲
神
社
、杉
山
神
社
の
伝
統
あ
る

祭
礼
が
今
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。2
0
0
年
も
の
歴
史
を
持
つ
地
蔵

堂
で
の「
双そ

う
ば
ん
ね
ん
ぶ
つ
こ
う

盤
念
仏
講
」は
、横
浜
市
の

無
形
文
化
財
で
あ
り
、貴
重
な
伝
統
行

事
で
す
。他
方
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
励
む
中
市
ケ
尾
自
治
会
、市
が
尾
駅

前
高
層
住
宅
の
プ
ラ
ー
ザ
ビ
ル
自
治

会
の
活
動
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
中

で
す
。ま
た
、連
合
主
催
の
体
育
祭
を
は

じ
め
、町
内
会
員
の
意
思
疎
通
を
図
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
安
全
・
安
心
の
た
め
、

防
犯
・
防
災
対
策
を
一
層
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、ビ
オ
ラ
市
ケ
尾
ケ
ア
プ
ラ
ザ

と
手
を
結
ん
で
、顕
著
に
な
っ
て
き
た

高
齢
化
へ
の
対
策
を
進
め
る
な
ど
、現

状
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
ケ
尾
連
合
自
治
会

４
つ
の
単
位
自
治
（
町
内
）
会
の
連
携
を
密
に
し
て

市ケ尾連合自治会

柏村　茂 会長

市
ケ
尾
地
区
は
青
葉
区
内

の
南
東
に
位
置
し
、都
筑
区
に

隣
接
し
て
い
ま
す
。地
区
の
中

央
に
は
多
く
の
住
民
が
利
用

す
る
市
が
尾
駅
や
区
役
所
、警

察
署
、消
防
署
、税
務
署
等
が
あ

り
、青
葉
区
の
官
庁
街
と
し
て

の
顔
も
持
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行

事
が
大
切
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
と
共
に
、地
域
の
豊
か
な

自
然
を
い
か
し
た「
畑
に
親
し

む
活
動
」も
盛
ん
な
地
区
で
す
。

P r o f i l e

V o i c e

市
ケ
尾
地
区

25周年、おめでとうございま
す。もう25年も経ったのか、早
いなあ、と感慨深いです。区民を
支える最も身近な存在として、
各団体や行政と協力し、だれも
が住みたくなるまちをめざして
いきます。
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上市ケ尾双盤念仏講（そうばんねんぶつこう）

中市ケ尾ウォークラリー

市ヶ尾地蔵堂

下市ヶ尾国際交流教室

上
市
ケ
尾
町
内
会

中
市
ケ
尾
自
治
会

下
市
ヶ
尾
町
内
会

市
ヶ
尾
プ
ラ
ー
ザ
ビ
ル 

自
治
会

P h o t o
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上
谷
本
連
合
町
内
会

上
谷
本
連
合
町
内
会
の
2
大
行
事
の
紹
介　
～
地
域
の
皆
さ
ん
を
結
び
つ
け
る
働
き
～

上谷本連合町内会

杉浦　一夫 会長

田
園
都
市
線
藤
が
丘
駅
北
口
か
ら

徒
歩
圏
内
に
約
6
千
2
0
0
世
帯
・
約

1
万
4
千
人
が
居
住
す
る
上
谷
本
連

合
町
内
会
は
、柿
の
木
台
・
も
え
ぎ
野
・

み
た
け
台
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の

３
町
内
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。地

域
に
は
、も
え
ぎ
野
公
園
・
も
え
ぎ
野

ふ
れ
あ
い
の
樹
林
等
自
然
に
親
し
め

る
散
策
コ
ー
ス
や
探
鳥
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
で
行
わ
れ
る
2
大
行
事

が
、夏
の「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」と
11
月

の
上
谷
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
共
催
行
事「
餅
つ
き
大
会
」で
す
。

こ
の
2
大
行
事
は
、地
域
の
各
種
委

員
・
町
内
会
役
員
・
子
ど
も
会
を
は

じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
支
え
ら

れ
て
お
り
、も
え
ぎ
野
小
学
校
と
み
た

け
台
中
学
校
を
会
場
に
交
互
に
開
催

し
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
・
青
少
年
指

導
員
・
町
内
会
役
員
で
構
成
す
る
事

前
準
備
委
員
会
と
各
種
委
員
の
代
表

に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
営
に
参
加
さ
れ
る
経
験
豊

か
な
皆
さ
ん
と
、新
し
く
参
加
さ
れ
る

皆
さ
ん
の
交
流
が
地
域
住
民
同
士
を

結
び
つ
け
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
経
験

す
る
こ
と
が
、お
互
い
に
知
ら
な
い
間

柄
の
人
々
を
結
び
つ
け
ま
す
。こ
の
集

団
行
動
の
経
験
は
、も
え
ぎ
野
小
学
校

と
み
た
け
台
中
学
校
の
2
か
所
の
地

域
防
災
拠
点
を
活
用
す
る
災
害
時
の

避
難
活
動
や
誘
導
活
動
等
に
役
立
つ

と
思
い
ま
す
。

2
大
行
事
を
通
じ
て
世
代
間
の
交

流
を
図
り
、「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
町

～
お
互
い
に
見
守
り
支
え
あ
う
町
～
」

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

上
谷
本
地
区
は
、青
葉
区
内

の
中
央
に
位
置
し
、地
区
の
中

心
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
丘

陵
地
帯
が
広
が
り
、地
区
北
部

に
は
河
川
が
作
り
出
し
た
低

地
部
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。町

内
会
を
は
じ
め
多
く
の
関
係

団
体
が
、互
い
に
協
力
し
合
い

な
が
ら
、長
年
に
わ
た
り
地
域

の
行
事
を
実
施
し
て
お
り
、住

民
交
流
の
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、地
域
の
関
係
団

体
が
連
携
し
た
見
守
り
活
動

を
、積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。

P r o f i l e

V o i c e

上
谷
本
地
区

青葉区も高齢化が進んでいます。上谷本地区では、社
会福祉協議会や民生委員など各団体・委員と協力し、
見守り活動や３世代交流のできる行事を通じて、誰も
が安心して住み続けられる街をめざしていきます。
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み
た
け
台
町
内
会　

柿
の
木
台
町
内
会

も
え
ぎ
野
町
内
会

P h o t o

運動会

もえぎ野公園イルミネーション夏祭り
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谷
本
連
合
自
治
会

歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
谷
本
地
区

谷本連合自治会

飯田　敬 会長

歴
史
的
に
は
旧
中
里
地
区
全
域
の

農
村
地
帯
と
し
て
中
里
・
市
ケ
尾
・

谷
本
を
含
む
広
範
囲
な
ひ
と
つ
の
町

内
会
で
し
た
が
、35
年
前
に
５
つ
の
連

合
自
治
会
と
し
て
地
区
の
再
編
を
行

い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
経
緯
を
経
た
谷
本
連
合
自
治
会
は
、

開
校
1
4
5
周
年
を
迎
え
た
谷
本
小

学
校
と
藤
が
丘
小
学
校
・
つ
つ
じ
が

丘
小
学
校
の
校
区
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
藤
が
丘
一
丁
目
、二
丁
目

A
・
B
、千
草
台
、梅
が
丘
と
、青
葉
区

南
端
地
区
５
つ
の
自
治
会
で
構
成
さ

れ
た
加
入
世
帯
数
約
8
千
6
0
0
世

帯
、人
口
約
1
万
2
千
人
の
規
模
で
活

動
し
て
い
ま
す
。旧
来
か
ら
の
自
治
会

と
新
興
住
宅
地
と
し
て
の
自
治
会
が

相あ
い
な
か半

ば
し
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

連
合
自
治
会
の
役
員
会
は
月
１
回

行
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
参
加
メ
ン

バ
ー
の
特
徴
は
、自
治
会
長
と
部
門

代
表
者
に
加
え
て
、地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
会
長
・
消
防
団
の
班
長
も

役
員
会
に
加
わ
る
こ
と
で
す
。こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
意
思
疎
通
が
円
滑
に

な
り
、行
事
な
ど
の
決
定
も
早
く
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。役
員

会
で
共
有
し
た
情
報
を
も
と
に
単
位

自
治
会
の
会
議
や
部
門
の
会
議
を
行

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

谷
本
連
合
自
治
会
で
は
、映
画
会
・

藤
が
丘
駅
一
帯
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
・

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
と
徒
歩
に
よ

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、子
ど

も
主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
等
々
を
開
催
し
て
い
ま

す
。ま
た
、要
援
護
者
支
え
合
い
カ
ー

ド
の
回
収
率
が
高
く
、福
祉
の
充
実
に

も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
地
域

の
発
展
と
安
全
、地
域
福
祉
に
寄
与
す

る
活
動
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

谷
本
地
区
は
、エ
リ
ア
の
北
部
に

田
園
都
市
線
と
国
道
2
4
6
号
線

が
東
西
に
走
り
、東
名
高
速
道
路「
横

浜
青
葉
イ
ン
タ
ー
」が
あ
る
な
ど
、主

要
な
交
通
手
段
が
身
近
に
存
在
し
て

い
ま
す
。地
区
東
側
の
鶴
見
川（
谷
本

川
）周
辺
を
除
き
、地
区
の
大
部
分
は

昭
和
40
年
代
に
造
成
さ
れ
、梅
が
丘

は
戸
建
て
住
宅
が
建
ち
並
び
、千
草

台
は
戸
建
て
住
宅
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の

他
、高
齢
者
施
設
等
も
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。藤
が
丘
一
丁
目
、二
丁
目

は「
藤
が
丘
駅
」周
辺
に
商
業
施
設
や

マ
ン
シ
ョ
ン
が
集
ま
っ
て
お
り
、昭

和
大
学
の
藤
が
丘
病
院
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
が
あ
り
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

谷本地区は、連合自治会主催の体育祭や各自治会で
夏祭りを行うなど、バランスを重視した活動を行っ
ています。2020年には横浜環状北西線が開通するの
で、歴史を重んじつつ新たな開発との相乗効果を図り
ます。

谷
本
地
区
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藤
が
丘
一
丁
目
町
内
会

藤
が
丘
二
丁
目
Ａ
自
治
会

藤
が
丘
二
丁
目
Ｂ
自
治
会

千
草
台
自
治
会

梅
が
丘
自
治
会

P h o t o

夏祭り

まちあるき減災マップの作成

運動会
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恩
田
連
合
自
治
会

住
み
や
す
い
町
、
住
み
続
け
た
い
町
を
め
ざ
し
て

恩田連合自治会

久保田　実 会長

恩
田
連
合
自
治
会
で
は
、毎
年

秋
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。恩
田
地
区
の
史

跡
を
め
ぐ
り
、も
っ
と
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
を
知
り
、親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、平
成
29
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。平
成
30
年
度
は
、

地
域
住
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と

し
て
、日
本
体
育
大
学
の
協
力
の
も

と
、広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
散

策
し
、同
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ア

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
講
習
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

毎
回
1
0
0
名
程
度
の
参
加
者
が

あ
り
、活
気
に
満
ち
た
一
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、防
犯
防
災
と
交

通
安
全
に
注
力
し
、防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
講
習
会
、恩
田
地
区
が
け
地
対
策

講
演
会
、交
通
安
全
講
習
会（
ス
タ

ン
ト
マ
ン
に
よ
る
実
技
あ
り
）、横

浜
市
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、恩
田
地
区
内
５
つ
の
小
中

学
校
の
児
童
、生
徒
か
ら
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、連
合
自
治

会
及
び
関
連
団
体
の
協
力
で
作
品

の
審
査
を
行
い
、優
秀
作
品
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。す
べ
て
の
応
募
作
品

は
、青
葉
区
役
所
１
階
に
一
定
期
間

掲
示
さ
れ
、優
秀
作
品
は
１
枚
の
ポ

ス
タ
ー
に
ま
と
め
、各
単
位
自
治
会

の
掲
示
板
に
掲
示
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、恩
田
連
合
自
治
会

で
は
、幅
広
い
世
代
の
住
民
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
、趣
向
を
凝
ら
し
た

企
画
を
立
案
、運
営
し
、参
加
し
た

住
民
に
恩
田
地
区
の
魅
力
を
伝
え
、

住
み
や
す
い
町
、ず
っ
と
住
み
た
い

町
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

恩
田
地
区
は
青
葉
区
内
の

南
西
部
に
位
置
し
、豊
か
な

緑
、丘
陵
、田
園
風
景
な
ど
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。自
治
会
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、

子
供
会
等
、関
係
団
体
が
協
力

し
て
、誰
も
が「
安
全
・
安
心
」

に
暮
ら
せ
る
地
域
、住
み
よ
い

地
域
と
実
感
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。平
成
24
年
に

開
所
し
た
恩
田
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
が
地
域
福
祉
の
拠
点
に

な
っ
て
い
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

恩
田
地
区

25周年を経て、街の新旧住民が交流し、活発になっ
てきたかな、という印象です。今後は、恩田地域ならで
はの特色を生かした事業やまちづくりを行うなかで、
若い人がしっかり育つ街づくりをしていきたいです。
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あ
か
ね
台
一
丁
目
自
治
会

あ
か
ね
台
二
丁
目
自
治
会

堀
之
内
自
治
会

井
戸
久
保
自
治
会

内
田
自
治
会

中
恩
田
自
治
会

西
谷
戸
自
治
会

馬
場
自
治
会

大
谷
戸
自
治
会

東
村
自
治
会

榎
が
丘
西
第
一
自
治
会

榎
が
丘
西
第
二
自
治
会

榎
が
丘
住
宅
自
治
会

青
葉
台
公
務
員
住
宅
自
治
会

Ｎ
Ｔ
Ｔ
榎
が
丘
自
治
会

松
風
台
第
一
自
治
会

松
風
台
第
二
自
治
会

松
風
台
第
三
自
治
会

松
風
台
第
四
自
治
会

桂
台
一
丁
目
自
治
会

桂
台
二
丁
目
自
治
会

桂
台
二
丁
目
中
自
治
会

グ
ラ
ン
フ
ォ
ル
ム
青
葉
台
自
治
会

P h o t o

内田地区がけ地対策ディスカッション区民交流センターまつり

健康ウォーキング日体大

夏祭りドンド焼き
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青
葉
台
連
合
自
治
会

魅
力
の
あ
る
街
・
青
葉
台

青葉台連合自治会

山川　英子 会長

青
葉
台
は
横
浜
市
内
で
最
も

「
住
み
た
い
街
・
長
生
き
で
き
る

街
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。田
園

都
市
線
の
青
葉
台
駅
が
開
業
し

て
50
年
以
上
が
過
ぎ
、青
葉
台
駅

を
中
心
に
環
状
４
号
線
に
沿
っ

て
南
北
に
つ
な
が
る
青
葉
台
連

合
自
治
会
は
昭
和
63
年
、旧
恩
田

連
合
自
治
会
か
ら
発
展
的
に
独

立
発
足
し
ま
し
た
。

青
葉
台
連
合
自
治
会
エ
リ
ア

で
は
昭
和
50
年
代
か
ら
、地
域
の

環
境
浄
化
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。1
月
と
8
月
を
除
く
年
10

回
、第
２
火
曜
日
の
午
後
３
時
に

青
葉
台
駅
前
交
番
前
に
集
合
し

ま
す
。連
合
自
治
会
の
防
犯
部
・

交
通
部
・
環
境
部
が
中
心
と
な

り
、商
店
会
・
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
東
急
・
区
役
所
・
警
察
・

消
防
な
ど
の
皆
さ
ん
が
毎
回

1
0
0
名
以
上
参
加
し
、防
犯
・

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
や
清
掃
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
2
0
1
7
年
横
浜
市
の

全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は
ま
フ
ェ

ア
に
合
わ
せ
、青
葉
区
で
開
催
し

た「
フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ク
レ
ス
青
葉

2
0
1
7
」を
、青
葉
台
連
合
自

治
会
で
は 

「
フ
ラ
ワ
ー
チ
ェ
ー

ン
」と
し
て
継
続
。今
年
は
10
月

26
日（
土
）、環
状
４
号
線
沿
い
に

花
を
植
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
青
葉
台
連
合

自
治
会
で
は
、７
～
８
月
に
各
地

区
で
夏
祭
り
や
納
涼
大
会
、10
月

の
連
合
自
治
会
ふ
れ
あ
い
運
動

会
、12
月
の
焼
い
も
大
会
な
ど
、

住
民
同
士
の
顔
の
見
え
る
地
域

活
動
を
通
じ
て
、魅
力
あ
る
街
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

青
葉
台
地
区
は
、青
葉
区
内
の

南
部
に
位
置
し
、町
名
に
樹
木
の

名
前
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
閑
静

な
住
宅
街
と
、青
葉
台
駅
を
中
心

と
し
た
活
気
あ
る
商
業
地
区
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。地
区
内
に
は

２
つ
の
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
を
は
じ

め
、高
齢
者
、障
が
い
者
、子
ど
も

等
に
関
す
る
福
祉
施
設
が
多
い
こ

と
も
特
徴
の
1
つ
で
す
。連
合
自

治
会
を
中
心
に
、商
店
会
や
各
種

団
体
・
学
校
・
企
業
等
と
連
携
し

た
活
動
が
活
発
で
、住
民
同
士
の

交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

P r o f i l e

V o i c e

平成３年より自治会長になり、14年より連合自治
会長になりましたが、この間に分区され、高速道路の
開通前に足を踏み入れるなど、区の発展を間近で見て
きました。環境浄化活動を続けながらも、新たなイベ
ント青葉台マルシェをスタートするなど、一体感を重
視した活動を行っています。

青
葉
台
地
区
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地域清掃を手伝う子ども環境浄化活動

運動会夏祭り

若
草
台
自
治
会

桜
台
雨
堤
自
治
会

桜
台
成
合
自
治
会

桜
台
団
地
自
治
会

桜
台
東
自
治
会

桜
台
西
自
治
会

桜
台
ビ
レ
ジ
自
治
会

青
葉
台
一
丁
目
自
治
会

青
葉
台
団
地
自
治
会

田
園
青
葉
台
住
宅
自
治
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
青
葉
台
自
治
会

菱
興
青
葉
台
第
二
マ
ン
シ
ョ
ン
自
治
会

青
葉
台
二
丁
目
自
治
会

し
ら
と
り
台
自
治
会

つ
つ
じ
が
丘
自
治
会

さ
つ
き
が
丘
東
自
治
会

さ
つ
き
が
丘
自
治
会

桜
台
南
自
治
会

榎
が
丘
東
自
治
会

え
の
き
自
治
会

ド
ル
フ
青
葉
台
自
治
会

コ
ス
モ
青
葉
台 

コ
ー
ト
フ
ォ
ル
ム
自
治
会

コ
ス
モ
青
葉
台
シ
エ
ル･ 

ヴ
ェ
ー
ル
壱
番
館
自
治
会

コ
ス
モ
青
葉
台
シ
エ
ル･ 

ヴ
ェ
ー
ル
弐
番
館
自
治
会

コ
ス
モ
青
葉
台
イ
ー
ス
ト
ヒ
ル
ズ
自
治
会

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
青
葉
台
自
治
会

P h o t o
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奈
良
町
連
合
自
治
会

「
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
は
ま
ず
地
域
活
動
か
ら
」
を
合
言
葉
に
！

奈良町連合自治会

関根　宏一 会長

奈
良
町
連
合
自
治
会
で
は
毎
月

27
日
の
午
後
1
時
～
4
時
の
間
、青

葉
警
察
署
の
協
力
の
下
、こ
ど
も
の

国
駅
前
に
移
動
交
番
を
設
置
し
、防

犯
相
談
と
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
平
成
19
年
８
月
27

日
に
単
位
自
治
会
で
始
め
ま
し
た

が
、平
成
20
年
４
月
か
ら
連
合
自
治

会
の
地
域
活
動
と
し
て
正
式
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
で
は
各
自
治

会
長
・
各
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
校

外
委
員
・
子
ど
も
会
・
老
人
会
等

が
参
加
し
、駅
前
で
の
チ
ラ
シ
配

布
、地
域
全
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、戸

別
チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
重
ね
る
ご
と
に
、参
加

者
も
増
え
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
は
ま
ず

地
域
活
動
か
ら
」を
合
言
葉
に
こ
の

活
動
を
定
着
・
拡
大
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、恒
例
行
事
と
し
て

夏
季
・
冬
季
の
こ
ど
も
の
国
無
料

開
放
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、ソ
フ
ト
バ

レ
ー
、ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、世
代
間
交

流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
体
育

行
事
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
バ

ス
ハ
イ
ク
と
食
事
会
、奈
良
で
チ
ャ

チ
ャ
（
お
茶
会
）、夏
に
は
各
自
治

会
の
納
涼
大
会
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、福
祉
団
体
行
事
へ
の
積
極
的
な

協
力
な
ど
、連
合
自
治
会
・
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
・
青
少
年
指
導
員
・
Ｊ
Ａ
女

性
部
等
が
互
い
に
協
力
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

奈
良
町
連
合
自
治
会
は
こ
の
よ

う
な
地
域
住
民
の
顔
が
見
え
る
地

域
活
動
を
通
じ
、全
て
の
世
代
が
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
活
力
あ
る

街
、愛
し
誇
れ
る
街
の
た
め
、よ
り

良
い
街
づ
く
り
に
今
後
も
ま
い
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

奈
良
町
地
区
は
青
葉
区
内
の
西
に

位
置
し
、町
田
市
と
隣
接
し
て
い
ま

す
。地
形
の
起
伏
が
多
く
、区
内
で
も

有
数
の
緑
が
多
い
自
然
豊
か
な
地
域

で
す
。住
民
の
交
流
を
通
し
て
地
域

の
絆
を
深
め
る
た
め
、ま
た
、子
ど
も

た
ち
の
故
郷
づ
く
り
へ
の
取
組
と
し

て
、夏
祭
り
や
盆
踊
り
大
会
、秋
祭
り

等
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
活
発
に
行

わ
れ
、地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。地
区
内
に
は
、こ
ど
も
の
国

や
T
B
S
緑
山
ス
タ
ジ
オ
と
い
う
、

全
国
に
誇
れ
る
大
き
な
施
設
を
有
し

て
い
ま
す
。ま
た
、近
隣
を
含
め
高
等

学
校
、3
つ
の
大
学
な
ど
学
校
施
設

も
多
く
、学
園
地
域
と
し
て
の
一
面

も
持
っ
て
い
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

港北、緑、青葉区と変遷し、現在
18区で２番目に大きい区です。青
葉区が全ての世代にとって住みや
すく、希望をもって生活できる街、
地域になるよう私たちも取り組ん
でいきます。

奈
良
町
地
区
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奈
良
一
丁
目
自
治
会

奈
良
二
丁
目
自
治
会

奈
良
三
丁
目
自
治
会

奈
良
四
丁
目
自
治
会

奈
良
五
丁
目
自
治
会

北
ケ
谷
自
治
会

小
田
急
学
園
奈
良
自
治
会

杉
山
自
治
会

奈
良
上
自
治
会

玉
川
学
園
台
自
治
会

モ
ア
ク
レ
ス
ト
玉
川
学
園 

自
治
会

宮
ヶ
谷
自
治
会

す
み
よ
し
台
自
治
会

南
す
み
よ
し
台
自
治
会

あ
お
ば
山
の
手
台
グ
ラ
ン 

･

ジ
ャ
ル
ダ
ン
自
治
会

ル
ク
サ
ー
ジ
ュ
あ
お
ば 

山
の
手
台
自
治
会

P h o t o

地域で一丸パトロール 体育行事

夏祭り さくら祭り

グラウンドゴルフ大会
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奈
良
北
団
地
連
合
自
治
会

す
ぐ
動
く
！　
パ
ワ
フ
ル
自
治
会

奈良北団地連合自治会

内田　清髙 会長

奈
良
北
団
地
連
合
自
治

会
の
特
長
は
、「
高
齢
パ

ワ
ー
と
若
者
パ
ワ
ー
が
発

揮
で
き
る
」、「
や
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
、す
ぐ
で
き

る
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
の
年
間
行
事
は
、

奈
良
北
地
区
夏
祭
り
、ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
、奈
良
北
こ
ど

も
の
な
つ
ま
つ
り
、な
ら
き

た
祭
、防
災
訓
練
、な
ど
多

数
あ
り
ま
す
。夏
祭
り
は
小

田
急
学
園
奈
良
自
治
会
と

共
催
で
行
い
、若
者
か
ら
熟

年
層
ま
で
協
力
し
合
い
、や

ぐ
ら
の
組
立
て
か
ら
運
営

ま
で
各
年
代
の
パ
ワ
ー
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
揮
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
行

事
を
通
し
て
、「
自
分
た
ち

の
地
域
」と
い
う
太
い
柱
が

で
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
団
地
と
い
う

誰
で
も
入
っ
て
こ
ら
れ
る

環
境
で
も
、日
ご
ろ
か
ら
住

民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
深
ま
り
、お
互
い

に
顔
を
知
り
、声
を
掛
け

合
っ
て
安
全
・
安
心
な
生

活
環
境
が
つ
く
れ
、保
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
さ

ら
に
増
え
、き
め
細
や
か
な

支
援
が
重
要
に
な
り
ま
す

が
、こ
の
点
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

奈
良
北
団
地
地
区
は
青
葉
区
内

の
北
西
に
あ
り
、1
9
7
1
年
に

入
居
開
始
し
た
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の

賃
貸
住
宅（
約
1
千
6
0
0
戸
）で

す
。連
合
自
治
会
な
ど
を
中
心
に
、

サ
ロ
ン
、バ
ザ
ー
等
、長
く
続
い
て

い
る
交
流
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。現
在
は
、子
ど
も
達
が
巣
立

ち
、高
齢
者
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
ほ
か
、新
し
く
転
入
す
る

人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ

れ
か
ら
も
お
互
い
助
け
あ
い
、安

心
し
て
住
め
る
団
地
と
な
る
よ

う
、あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

青葉区に住んで50年になります。奈良北団地は横
浜でも端の地区ですが、昔に比べ大変便利になってき
ました。今後も青葉区がますます暮らしやすい街にな
り、発展していくことを願っています。

奈
良
北
団
地
地
区
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夏祭りみこし 夏祭り山車

奈
良
北
団
地
第
一
自
治
会

奈
良
北
団
地
第
二
自
治
会

P h o t o

防災訓練 ならきた祭
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当
地
区
は
、昭
和
14
年
に
横
浜
市

に
編
入
す
る
前
の
都
筑
郡
山
内
村
と

言
わ
れ
た
時
代
か
ら
、青
年
団
が
郡
大

会
で
優
勝
す
る
な
ど
、陸
上
競
技
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

等
の
球
技
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
先
人
の
築
い
た「
ス
ポ
ー
ツ

村
」の
伝
統
を
今
に
引
き
継
い
で
い

る
の
が
、地
域
ぐ
る
み
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進
を
目
的
に
、昭
和
52
年

に
設
立
さ
れ
た「
山
内
地
区
ス
ポ
ー

ツ
活
動
推
進
協
議
会
」で
、自
治
会
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、青
少
年
指
導

員
が
中
心
と
な
り
、他
の
関
係
団
体

の
協
力
を
得
な
が
ら
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
種
目
は
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
等
で

す
が
、な
ん
と
言
っ
て
も
圧
巻
な
の

は
、毎
年
10
月
中
旬
開
催
の「
山
内
地

区
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」

で
す
。今
年
は
数
え
て
第
49
回
と
な

る
伝
統
行
事
で
す
。山
内
連
合
自
治

会
加
盟
の
12
自
治
会
の
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
集
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
見

合
っ
た
種
目
に
参
加
し
、賞
品
を
手

に
、各
自
治
会
が
用
意
し
た
お
弁
当

と
共
に
、秋
の
一
日
を
楽
し
み
、親
睦

を
深
め
ま
す
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、予
選
を
勝
ち
進

ん
だ
６
自
治
会
で
競
う
年
代
別
男

女
混
合
の
千
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
す

が
、応
援
合
戦
で
会
場
全
体
が
興
奮

の
る
つ
ぼ
と
化
し
ま
す
。

山
内
連
合
自
治
会
の
加
入
世
帯
数

は
1
万
8
千
世
帯
余
、区
域
も
広
く
、

青
葉
区
1
の
マ
ン
モ
ス
自
治
会
で
す

が
、老
若
男
女
が
一
堂
に
会
し
て
の

イ
ベ
ン
ト
は
こ
れ
1
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、先
人
の
培
っ
た
伝

統
を
未
来
に
伝
え
、地
区
住
民
相
互

の
親
睦
を
図
り
、健
康
増
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

山
内
連
合
自
治
会

「
山
内
地
区
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」　
～
先
人
の
培
っ
た
伝
統
を
未
来
へ
～

山内連合自治会

工藤　明 会長

山
内
地
区
は
、青
葉
区
内
の
東
北

部
に
位
置
し
て
お
り
、区
内
で
最
も

広
大
な
エ
リ
ア
を
占
め
る
地
区
で

す
。早
渕
川
流
域
の
両
岸
を
中
心

に
、歴
史
と
文
化
を
継
承
し
な
が
ら

発
展
し
て
き
ま
し
た
。お
祭
り
な
ど

の
伝
統
行
事
を
大
切
に
し
、こ
れ
ら

の
行
事
を
通
し
て
、住
民
同
士
の
つ

な
が
り
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。各
自
治
会
の
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
集
う「
山
内
地
区
体
育

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」は
地
域

の
代
表
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、多
く
の
住
民
が
地
区
活

動
に
参
加
す
る
な
ど
、活
発
に
展
開

し
て
い
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

青葉区誕生25年、分区当時からは、
どんどん街が発展し、新しく住む人
も増えました。従前より住んでいる
人との交流のなかで、地域のつなが
りを重視しながら、連帯感のある連
合自治会をめざしていきたいです。

山
内
地
区
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美
し
が
丘
西
保
木
自
治
会

元
石
川
平
川
自
治
会

荏
子
田
自
治
会

元
石
川
船
頭
自
治
会

新
石
川
中
村
自
治
会

新
石
川
下
谷
自
治
会

美
し
が
丘
四
丁
目
南
自
治
会

美
し
が
丘
四
丁
目
北
自
治
会

美
し
が
丘
五
丁
目
北
自
治
会

美
し
が
丘
五
丁
目
牛
込
自
治
会

あ
ざ
み
野
東
自
治
会

あ
ざ
み
野
自
治
会

あ
ざ
み
野
三
丁
目
自
治
会

あ
ざ
み
野
団
地
自
治
会

元
石
川
町
愛
郷
自
治
会

イ
デ
ィ
オ
ス
あ
ざ
み
野
自
治
会

ド
レ
ッ
セ
あ
ざ
み
野 

エ
ス
タ
フ
レ
ン
テ
自
治
会

P h o t o

体育レクリエーション大会 

あざみ野まつり

保木十社宮の満開の桜驚神社、十社宮、平川神社、八幡神社、表御嶽社、裏御嶽社、神明社祭礼
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荏
田
連
合
自
治
会

異
世
代
の
交
流
を
は
か
り
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
町
」
を
め
ざ
す
！

荏田連合自治会

松澤　孝郎 会長

荏
田
連
合
自
治
会
は
荏
田

町
の
一
部
、荏
田
北
、あ
ざ
み

野
南
地
区
で
８
自
治
会
の
約

5
千
2
0
0
世
帯
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

特
に
大
き
な
取
組
は「
夏
祭

り
納
涼
大
会
」で
、3
年
前
か
ら

会
場
を
か
た
ら
い
宿
公
園
か
ら

広
い
赤
田
西
遊
水
池
に
移
し
、

連
合
自
治
会
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、地
域
各
種
団

体
、地
元
商
店
会
に
よ
る
模
擬

店
、近
隣
の
小
学
校
・
中
学
校

に
よ
る
吹
奏
楽
等
の
披
露
、地

域
団
体
に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
等
の
披
露
、ま
た
長
年
続

い
て
い
る
盆
踊
り
な
ど
が
あ
り

ま
す
。そ
し
て
昨
年
度
よ
り
取

り
入
れ
た
花
火
は
、夏
祭
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ

し
く
、40
メ
ー
ト
ル
の
ナ
イ
ヤ

ガ
ラ
は
特
に
見
も
の
で
す
。こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り　
　

世
代
を
超
え
て
の
交
流
を
は
か

り
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
町
」を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、地
域
福
祉
保
健
計
画

で「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
等
を
と
お
し
て
、健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
ま
ち
に

に
し
よ
う
」と
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、夏

休
み
に
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
を

交
え
て
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
開
催

し
、地
域
交
流
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

赤
田
東
公
園
内
に
今
年
５
月

に
開
所
し
た
荏
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
を
、今
後
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

荏
田
地
区
は
、青
葉
区
内
の
東

に
位
置
し
、都
筑
区
に
隣
接
し
て

い
ま
す
。古
く
は
、大
山
街
道
の

宿
場
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

地
区
内
に
は
、田
園
都
市
線
の
江

田
駅
が
あ
る
ほ
か
、東
名
高
速
道

路
、国
道
2
4
6
号
線
、旧
大
山
街

道
な
ど
の
交
通
の
大
動
脈
が
通
っ

て
い
ま
す
。地
域
の
活
動
団
体
が

連
携
し
て
、活
発
に
地
域
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

旧大山街道荏田宿のあった荏田町は、街道の賑わい
とともに発展してきました。現在は、田園都市線の沿線
開発により発展を遂げています。自治会をはじめ地域
一体となって安全安心な街づくりをめざします。

荏
田
地
区
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小
黒
自
治
会

宿
自
治
会

柚
木
自
治
会

江
田
ビ
レ
ジ
自
治
会

荏
田
北
二
丁
目
自
治
会

ダ
イ
ア
パ
レ
ス
あ
ざ
み
野 

自
治
会

ア
ル
ス
あ
ざ
み
野
自
治
会

あ
ざ
み
野
南
四
丁
目
自
治
会

P h o t o

荏田ウォーキング

荏田コミュニティハウス連合夏祭り
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荏
田
西
連
合
自
治
会

地
域
の
連
携
を
深
め
「
よ
り
良
い
街
づ
く
り
」
に
向
か
っ
て
！

荏田西連合自治会

鳥屋尾　彰 会長

荏
田
西
連
合
自
治
会
は
荏

田
西
地
区
の
７
つ
の
自
治
会

（
加
入
世
帯
数
：
約
3
千
世
帯
）

（
平
成
31
年
４
月
時
点
）で
構

成
し
、平
成
20
年
5
月
に
設
立

し
ま
し
た
。そ
の
主
な
活
動
と

し
て
、連
合
自
治
会
が
で
き
る

前
か
ら
行
っ
て
き
た「
荏
田
西

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」を
中
心
に

防
犯
、防
災
、福
祉
、文
化
活
動

等
を
通
し
て「
安
全
・
安
心
な

住
み
良
い
街
づ
く
り
」を
単
位

自
治
会
・
町
内
会
が
協
力
し

て
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、主
な
行
事
で
あ

る「
荏
田
西
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」を
紹
介
し
ま
す
。こ
の
お

祭
り
は
、こ
の
地
域
が
新
し
い

街
で
あ
り
、子
ど
も
た
ち
へ
の

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
づ
く
り

を
出
発
点
と
し
て
、荏
田
西
小

学
校
の
校
庭
で
屋
台（
物
販
・

食
べ
物
）、舞
台（
演
芸
・
音

楽
）、福
引
等
、各
種
地
域
活
動

団
体
、荏
田
西
小
学
校
、市
ケ

尾
中
学
校
の
協
力
を
得
て
開

催
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
地
域

の
協
力
に
よ
っ
て
当
初
の
目

的
を
達
成
し
た
ば
か
り
で
は

な
く
、地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
、小

学
校
卒
業
生
の
集
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、最
近
感
じ
て
い
る
こ

と
は
、「
よ
り
良
い
街
づ
く
り
」

の
取
組
と
し
て
、「
向
こ
う
三

軒
両
隣
」の
関
係
を
築
く
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
葉
区
内
の
東
部
に
位
置
す
る

閑
静
な
住
宅
地
で
、田
園
都
市
線
、

国
道
2
4
6
号
線
、東
名
高
速
道

路
が
地
域
の
北
部
を
通
っ
て
い
ま

す
。地
域
内
に
は
保
育
園
な
ど
の

福
祉
施
設
が
多
く
、ま
た
、青
葉

区
の
中
で
も
、年
少
人
口
割
合
が

高
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。地
域
の
取
組
で
は
、連
合
自
治

会
主
催
の「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
え
だ
に
し
学

援
隊
」に
よ
る
登
下
校
の
見
守
り

活
動
・
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
が
あ

り
、住
民
同
士
の
交
流
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

25周年おめでとうございます。この節目を迎える
ときに、私は、大会ボランティアとして東京オリン
ピック・パラリンピック2020に関わることになりま
した。ボランティアを楽しみつつ、海外からの人たち
を受け入れながらホスト意識を高めたいと思ってい
ます。

荏
田
西
地
区
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荏
田
西
一
丁
目
自
治
会

荏
田
西
二
丁
目
自
治
会

荏
田
西
三
丁
目
町
内
会

荏
田
西
四
丁
目
自
治
会

荏
田
西
五
丁
目
自
治
会

ビ
ア
ス
市
が
尾
自
治
会

郵
船
市
が
尾
フ
ラ
ッ
ト

自
治
会

P h o t o

泉田向公園の芝桜 泉田向公園の白の芝桜

荏田西ふるさとまつり

24



新
荏
田
連
合
自
治
会

わ
が
町
の
防
犯
活
動

新荏田連合自治会

小泉　幸夫 会長

新
荏
田
連
合
自
治
会
で
は

平
成
15
年
か
ら
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
開
始
し
て
、今
年
で

16
年
目
に
な
り
ま
す
。現
在
は

1
3
0
人
の
メ
ン
バ
ー
が
５

人
編
成
を
組
ん
で
３
か
所
に

分
か
れ
、ス
ピ
ー
カ
ー
で
啓
発

活
動
を
し
な
が
ら
町
の
隅
々

ま
で
毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、10
人

の
メ
ン
バ
ー
が
、青
色
回
転
灯

を
つ
け
た
車
で
、ス
ピ
ー
カ
ー

放
送
し
な
が
ら
毎
日
活
動
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、毎
月
27
日
の「
交
番

の
日
」に
は
、20
～
30
人
の
メ
ン

バ
ー
が
警
察
官
と
一
緒
に
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

荏
田
小
学
校
の
見
守
り
パ

ト
ロ
ー
ル
も
13
年
目
に
な
り

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
下
校

時
に
合
わ
せ「
お
か
え
り
、気

を
つ
け
て
ね
」と
声
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
広
報
活
動
も
積

極
的
に
行
い
、毎
月
の
広
報
誌

で
犯
罪
状
況
や
警
察
情
報
等

を
回
覧
し
て
各
家
庭
に
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
防
犯
活
動
に

よ
り
、犯
罪
件
数
を
大
幅
に
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も「
安
全
・
安
心

の
町
」新
荏
田
を
め
ざ
し
、地

域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
防

犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
荏
田
地
区
は
、青
葉
区
内
の
東
部

に
位
置
し
、地
区
全
体
が
平
坦
な
丘
陵

部
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。昭

和
40
年
代
に
宅
地
開
発
さ
れ
、そ
の
後

自
治
会
を
組
織
し
、自
治
会
館
を
建
設

し
ま
し
た
。こ
の
拠
点
を
中
心
に
、新
荏

田
連
合
自
治
会
や
各
団
体
が
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
を
推
進
し
て
い
ま
す
。高
齢
化

が
進
む
中
、近
所
の
つ
な
が
り
を
よ
り

深
め
ら
れ
る
よ
う
、地
域
の
交
流
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
向
け
て
、異

世
代
交
流
を
進
め
な
が
ら
、防
犯
・
防

災
か
ら
小
さ
な
助
け
あ
い
ま
で
、各
団

体
が
協
力
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

新荏田地区は昔、家が一軒もなく、田園都市の開発
に伴い、造成して住宅地になった地域です。新荏田連
合自治会として、防犯活動や通学の見守り活動（約
120人体制）から安全安心なまちづくりを進めていま
す。

新
荏
田
地
区
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新
荏
田
第
一
自
治
会

新
荏
田
第
二
自
治
会

新
荏
田
第
三
自
治
会

P h o t o

運動会

防犯パトロール

夏祭り
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す
す
き
野
地
区
は
、昭
和
48
年
か
ら

鉄
町
、黒
須
田
町
、元
石
川
町
の
一
部

で
開
発
が
行
わ
れ
て
誕
生
し
、約
50
年

に
な
り
ま
す
。現
在
は
、暮
ら
し
に
必

要
な
商
店
、病
院
、福
祉
施
設
等
が
充

実
し
、公
園
広
場
も
多
い
環
境
に
恵
ま

れ
た
場
所
で
す
。ま
た
、災
害
に
強
い

街
と
し
て
、住
民
の
満
足
度
も
非
常
に

高
い
地
域
で
す
。し
か
し
、少
子
高
齢

化
が
進
む
こ
と
で〝
将
来
の
街
〟と
し

て
は
、衰
退
が
危
惧
さ
れ
、変
貌
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
49
年
に
す
す
き
野
団
地
群
が

完
成
し
、多
く
の
若
い
人
が
移
り
住

み
、翌
年
に
は
す
す
き
野
小
学
校
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。以
降
も
住
宅
開
発
が

進
み
、小
学
校
１
校
で
は
ま
か
な
い
き

れ
ず
、５
年
後
に
は
分
校
と
し
て
嶮
山

小
学
校
も
設
立
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。

し
か
し
今
は
、開
発
と
同
時
に
開
校

し
た
す
す
き
野
小
学
校
も
、少
子
化
に

伴
い
児
童
数
が
減
少
、令
和
2
年
３
月

を
も
っ
て
閉
校
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

期
待
す
る
事
項
と
し
て
、「
横
浜
地
下

鉄
３
号
線　

あ
ざ
み
野
～
新
百
合
ヶ

丘
延
伸
計
画
」が
あ
り
ま
す
。

延
伸
計
画
に
伴
い
、す
す
き
野
地
域

に
新
駅
を
設
け
る
計
画
が
織
り
込
ま

れ
、今
後
10
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
は
、地
域
に
お
い
て
大
き
な
変

化
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

新
駅
周
辺
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
が
、少
子
高
齢
化
の
歯
止
め
に
な

る
よ
う
、現
在
の
状
況
を
充
分
に
踏
ま

え
た
開
発
計
画
が
望
ま
れ
ま
す
。

若
い
人
を
呼
び
寄
せ
る
環
境
づ
く
り
、

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
の
面
で
も
、
現

状
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ

と
高
齢
者
の
〝
住
み
や
す
い
・
暮
ら

し
や
す
い
〟
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

す
す
き
野
連
合
自
治
会

す
す
き
野
地
区
の
ま
ち
の
現
状
と
将
来
像

すすき野連合自治会

依藤　守男 会長

す
す
き
野
地
区
は
、青
葉
区
内

の
北
部
に
位
置
し
、地
区
中
心
部

に
は
河
川
が
流
れ
、そ
の
両
側
に

は
丘
陵
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。集
合
住
宅
と
戸
建
て
住
宅
が

混
在
し
て
お
り
、地
区
の
最
寄
り

駅
の
あ
ざ
み
野
駅
、た
ま
プ
ラ
ー

ザ
駅
ま
で
は
、バ
ス
が
頻
繁
に
運

行
し
て
い
ま
す
。高
齢
者
の
割
合

が
区
内
で
も
比
較
的
高
い
地
区
で

す
が
、自
治
会
町
内
会
、各
団
体
で

の
高
齢
者
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
活
発

な
活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

区制25周年おめでとうございま
す。緑区～青葉区「すすき野地区」も
開発され50年を迎えます。新しいま
ちづくりが行われ、より「安心・安全
なまち」になることを住民一同期待
しています。

す
す
き
野
地
区
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すすき野小学校

すすき野団地

黒須田川

嶮
山
自
治
会

す
す
き
野
自
治
会

す
す
き
野
町
内
会

す
す
き
野
北
自
治
会

す
す
き
野
第
二
団
地 

自
治
会

す
す
き
野
第
三
団
地 

自
治
会

も
み
の
木
台
自
治
会

す
す
き
野
南
自
治
会

す
す
き
野
中
央
自
治
会

す
す
き
野
団
地
み
ど
り 

自
治
会

P h o t o

夏祭り
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美
し
が
丘
連
合
自
治
会
は
、美
し
が
丘

一
～
三
丁
目
の
23
自
治
会
、約
5
千
世
帯

の
連
合
組
織
で
、５
つ
の
地
域
行
事
を
主

催
し
て
い
ま
す
。

4
月
の「
桜
ま
つ
り
」と
7
月
の「
美
し

が
丘
盆
踊
り
大
会
」。そ
れ
ぞ
れ
2
日
間
に

わ
た
る
、こ
れ
ら
の
親
睦
行
事
に
は
近
隣

か
ら
も
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、地
域
か

ら
の
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
の
出
演
で
大
変
賑

わ
い
ま
す
。

10
月
に
は
、美
し
が
丘
・
み
ん
な
で
防

災
を
考
え
る
日
と
題
し
て「
防
災
の
つ
ど

い
」を
行
い
ま
す
。会
場
は
地
区
内
の
３
校

防
災
拠
点
の
持
ち
回
り
と
し
、毎
年
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。

平
成
18
年
の
第
1
回
は「
地
域
の
絆
が

防
災
に
つ
な
が
る
」。そ
の
ほ
か「
ト
イ
レ

の
な
く
な
る
日
」「
あ
な
た
の
防
災
拠
点

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」「
中
学
生
も
地

域
防
災
の
担
い
手
」「
安
否
確
認
と
避
難

―
そ
の
時
自
治
会
、防
災
拠
点
の
役
割
は
」

な
ど
。

11
月
に
は
、「
美
し
が
丘
公
園
落
ち
葉
清

掃
」。自
治
会
の
他
に
公
園
の
利
用
団
体
の

協
力
も
得
て
、2
0
0
名
を
超
え
る
参
加

者
で
清
掃
し
ま
す
。清
掃
後
は
落
ち
葉
焚

き
の
焼
き
芋
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
で
す
い
と

ん
入
り
豚
汁
を
い
た
だ
き
ま
す
。そ
し
て

12
月
に
は「
年
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」。「
自

分
の
ま
ち
は
自
分
で
守
る
」を
合
言
葉
に

地
区
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。終
了

後
は
同
様
に
温
か
い
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
を

い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
29
年
度
か
ら
は
、地
区
内

に
で
き
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
コ
ー
ス
を
活

用
し
た
美
し
が
丘
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も

始
め
ま
し
た
。

各
行
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
あ
り

ま
す
が
、連
合
自
治
会
と
し
て
は
、行
事
へ

の
参
加
を
通
し
て
、単
位
自
治
会
、住
民
同

士
が
交
流
し
、地
域
の
絆
が
よ
り
深
ま
る

こ
と
を
何
よ
り
も
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、当
地
区
は
平
成
24
年
か

ら
横
浜
市
と
東
急
が
進
め
る「
次
世
代
郊

外
ま
ち
づ
く
り
」の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

住
民
に
よ
る
多
彩
な
活
動
が
あ
り
、連
合

自
治
会
で
も
協
力
、応
援
を
し
て
い
ま
す
。

美
し
が
丘
連
合
自
治
会

５
つ
の
行
事
で
深
ま
る
「
地
域
の
絆
」

　
～
「
安
全
で
安
心
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
～

美しが丘連合自治会

辺見　真智子 会長

美
し
が
丘
地
区
は
青
葉
区
内
の
北

東
部
に
位
置
し
、た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
を

中
心
に
全
域
が
東
急
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
た
多
摩
田
園
都
市
と
な
っ
て
い

ま
す
。開
発
当
初
か
ら
、住
民
は
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。遊
歩
道
や
街
路
樹
、公
園
な
ど

の
地
域
資
源
を
生
か
し
、緑
豊
か
で
、

誰
も
が
住
み
心
地
の
良
い
安
全
な
地

域
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。学
校
や
３
つ

の
商
店
会
と
連
携
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

取
組
を
進
め
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
温
か
く

見
守
り
、「
こ
の
ま
ち
が
ふ
る
さ
と
と

言
え
る
よ
う
に
」と
、盆
踊
り
大
会
等
、

地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

P r o f i l e

V o i c e

青葉区となって25年、少子高
齢化が進み自治会活動もさまざ
まな問題に直面しています。安
全と共助、多世代が住み続けた
いと思えるまちづくりを進めて
いきます。

美
し
が
丘
地
区
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美
し
が
丘
ル
ピ
ナ
ス
自
治
会

ブ
ラ
ン
ズ
美
し
が
丘
二
丁
目
自
治
会

美
し
が
丘
一
丁
目
南
自
治
会

美
し
が
丘
一
丁
目
北
自
治
会

日
本
生
命
社
宅
自
治
会

美
し
が
丘
東
自
治
会

美
し
が
丘
郵
政
自
治
会

美
し
が
丘
公
務
員
住
宅
自
治
会

美
し
が
丘
中
部
自
治
会

美
し
が
丘
西
部
自
治
会

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
住
宅
一
街
区
自
治
会

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
住
宅
二
街
区
自
治
会

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
住
宅
三
街
区
自
治
会

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
住
宅
四
街
区
自
治
会

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
住
宅
五
街
区
自
治
会

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
住
宅
六
街
区
自
治
会

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
住
宅
七
街
区
自
治
会

美
し
が
丘
ド
エ
リ
ン
グ
自
治
会

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス

自
治
会

プ
レ
シ
ャ
ス
ヒ
ル
ズ
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

自
治
会

上
杉
ビ
ル
第
一
自
治
会

美
し
が
丘
二
丁
目
中
央
町
内
会

シ
ー
ア
イ
マ
ン
シ
ョ
ン

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
自
治
会

P h o t o

公園落ち葉清掃

防災訓練

「地域の安全・安心を考える！」 夏祭り
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青
葉
区
25
年
の
あ
ゆ
み

青
葉
区
は
平
成
6
年
11
月
6
日
に
行
政
区
再
編

成
を
経
て
、港
北
区
と
緑
区
の
一
部
か
ら
誕
生
し

ま
し
た
。「
丘
の
横
浜
」と
呼
ば
れ
る
と
お
り
、丘
陵

が
多
く
、ま
た
、区
の
中
央
部
を
鶴
見
川
が
流
れ
て

お
り
、こ
れ
ら
の
川
に
沿
っ
て
田
園
風
景
が
広
が

る
緑
豊
か
な
景
観
が
青
葉
区
の
特
色
で
す
。

現
在
の
区
域
は
、弥
生
時
代
の
朝
光
寺
原
遺
跡

や
古
墳
時
代
の
稲
荷
前
古
墳
、市
ケ
尾
横
穴
古
墳

群
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
が
点
在
し
、歴
史
の
古

さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、東
海
道
の
脇
往
還
と
し
て
大

山
街
道
の
通
っ
た
荏
田
周
辺
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
が
、昭
和
30
年
代
後
半
の
高
度
成
長
期
を

迎
え
る
ま
で
、そ
の
周
辺
は
静
か
な
農
村
地
帯
で

し
た
。

昭
和
41
年
の
田
園
都
市
線
の
開
通
を
機
に
、急

激
な
人
口
増
加
が
始
ま
り
、昭
和
44
年
に
は
緑
区

が
誕
生
し
ま
し
た
が
、当
時
の
青
葉
区
域
の
人
口

は
5
万
人
程
度
で
し
た
。

そ
の
後
も
、大
規
模
な
宅
地
開
発
が
進
み
、昭
和

61
年
に
は
緑
区
役
所
北
部
支
所
が
開
設
さ
れ
、平

成
6
年
11
月
6
日
に
青
葉
区
が
誕
生
し
ま
し
た
。

平
成
10
年
に
は
東
名
高
速
道
路「
横
浜
青
葉
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」が
開
通
し
、平
成
19
年
に
は
人

口
が
30
万
人
に
達
し
、面
積
、人
口
と
も
に
市
内
第

2
位
の
規
模
の
大
き
な
区
に
発
展
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
の
国
の
発
表
で
は
、男
性
の
平
均

寿
命
が
2
度
目
の
全
国
1
位
に
な
り
、老
若
男
女

が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
青
葉
区
の
イ
メ
ー

ジ
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
令
和
2
年
に
は
、横
浜
環
状
北
西
線
が
開

通
し
、横
浜
都
心
部
、新
横
浜
副
都
心
部
へ
の
交
通

ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
予
定
で
す
。

沿　革

青葉区マスコット
「なしかちゃん」
25周年ロゴマーク

青葉区マスコット「なしかちゃ
ん」は平成21年４月、青葉区制15
周年を記念して、区内の子どもた
ちから寄せられた1,777作品の
中の優れた３作品から区民の皆
様の投票により選ばれました。

デザインは、当時の小学生が、
青葉区の花「ナシ」をイメージし
て描いてくれました。手と足は青
葉区のきれいなみどりを表して
います。

上記のロゴマークは、25周年
記念特別仕様のものです。
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昭和 14年 4月 第6次市域拡張により、都筑郡の一部、田奈村、
中里村、山内村の3村が横浜市に編入（当時港
北区の一部に）

39年 8月 東京沼津線（国道246号）開通
40年 5月 こどもの国開園
41年 4月 田園都市線（溝の口〜長津田）開通
42年 4月 こどもの国線開通
43年 4月 東名高速道路（東京〜厚木）開通
44年 10月 緑区制施行（港北区から分区）
47年 4月 青葉台に「青少年図書館」開館
52年 4月「山内地区センター・山内図書館」開館

7月 山内支所誕生（出張所から支所に）
57年 7月「くろがね青少年野外活動センター」開設
59年 4月 田園都市線（つきみ野〜中央林間）開通

12月 緑保健所北部出張所開設
61年 11月 緑区役所北部支所開設（人口224,012人、

79,755世帯でスタート）
62年 11月「寺家ふるさと村四季の家」開館
63年 4月 緑北警察署開設（市ケ尾町）・

（平成6年11月青葉警察署に名称変更）
平成 元年 5月 みたけ台に「児童野外活動センター

（こどもの杜）」開設
10月 あざみ野駅行政サービスコーナー開設
11月「藤が丘地区センター」開館、

「国際交流ラウンジ」開設
12月 緑税務署新庁舎完成（市ケ尾町）

3年 7月「市ヶ尾彫刻のプロムナード」完成（翌年、建設
省（現：国土交通省）｢手づくり郷土賞」受賞）

4年 3月「若草台地区センター」開館
4月「水道局緑北営業所」開業
6月「障害者地域活動ホーム（えだ福祉ホーム）」

開設
「荏田地域ケアプラザ」開設

12月「横浜市港北区及び緑区の再編成に関する条例」
の制定（新しい4区の区域の確定）

5年 3月 横浜市営地下鉄、あざみ野駅まで延伸
4月「区民文化センター（フィリアホール）」開館

（青葉台）
「こどもログハウス（ロケットハウス）」開館
（美しが丘）

6年 11月 青葉区制施行、人口245,587人、94,198世帯
でスタート
青葉消防署、新庁舎にて業務開始

「美しが丘西地区センター」開館
7年 3月 青葉土木事務所現庁舎に移転、業務開始

4月 青葉区総合庁舎落成
「青葉公会堂」、「青葉スポーツセンター」開館

8年 5月 青葉区役所旧庁舎、ボランティア活動拠点とし
て再利用

9年 10月 青葉区子ども・家庭支援センターが保健所に
開設

12月「老人福祉センターユートピア青葉」、
「もえぎ野地域ケアプラザ」開設

平成 10年 3月 東名高速道路、「横浜青葉インターチェンジ」
開通

9月「奈良地域ケアプラザ」開設
11年 5月「青葉台コミュニティハウス」開館

7月「横浜地方法務局青葉出張所」開設
（川和出張所から移転）

11月 青葉区制５周年
12月「さつきが丘地域ケアプラザ」開設

12年 3月「横浜青葉スポーツ広場」開設
こどもの国線通勤線化同時に恩田駅開業

4月「奈良地区センター」開館
13年 2月「大場みすずが丘地区センター」開館

11月「美しが丘地域ケアプラザ」開設
資源循環局青葉事務所開設

14年 1月「大場地域ケアプラザ」開設
7月「青葉の風」（中途障がい者地域活動センター）

開設
16年 1月「鴨志田地域ケアプラザ」開設

11月 青葉区制10周年
17年 3月 青葉区区民交流センター「田奈ステーション」

開設
4月 青葉区福祉保健活動拠点「ふれあい青葉」開設

10月「アートフォーラムあざみ野」開館
19年 4月「横浜市立黒須田小学校」開校

5月 人口30万人に到達
「まちのルールづくり相談センター」開設

6月「みたけ台コミュニティハウス」開館
20年 11月「ビオラ市が尾地域ケアプラザ」開設
21年 4月 青葉区マスコット制定・谷本公園一部開園

11月 青葉区制15周年
22年 1月「区内にキャンパスを有する6つの大学との連

携・協力に関する協定」の締結
23年 3月「あおば地域活動ホームすてっぷ・青葉台地域

ケアプラザ」開設
4月「横浜市立あかね台中学校」開校
7月「青葉台消防出張所」開所
8月 青葉区地域子育て支援拠点「ラフール」開設

12月「奈良消防出張所」開所
24年 1月「恩田地域ケアプラザ」開設
25年 3月「たまプラーザ地域ケアプラザ」開設

4月「横浜市立美しが丘西小学校」開校
26年 11月 青葉区制20周年

12月「青葉スポーツプラザ」開設
28年 1月「荏田西コミュニティハウス」開館

12月「すすき野地域ケアプラザ」開設
30年 3月 青葉区地域子育て支援拠点「ラフール」サテラ

イト開設
8月「区民活動支援センター」青葉区役所内へ移転

令和 元年 ５月「荏田コミュニティハウス」開館
11月 青葉区制25周年

沿　革
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